
はたプラ通信

今回のテーマ ～職場におけるハラスメント防止対策は行なっていますか？～

昨年度は障害者雇用

係として167社を訪

問しました。

今年度は雇用促進係

として「はたプラ」

賛同企業の皆様と意

見交換ができるよう

にしたいと思います

ので、よろしくお願

いします。

係長 野澤 朋史 主事 植木 一尭

今年度より、働き方

改革の担当になった

植木と申します。

皆様と一緒に働き方

改革を推進していき

たいと考えています

ので、よろしくお願

いいたします。

主任 大島 望

今年度もはたプラ賛

同企業の皆様が、働

き方改革を進めてい

けるよう頑張ります。

企業独自の取り組み

などあれば、賛同企

業の皆様に共有させ

ていただきたいと思

いますので、是非お

知らせください。

産業支援課
担当者
紹介

＜事業主が雇用管理上講ずべき措置＞

① 事業主の方針の明確化及びその周知・啓発
●パワーハラスメントの内容、行なってはならない旨の方針を明確化し、

労働者に周知すること

●行為者には、厳正に対処する旨の方針、対処の内容を就業規則等に規定し、
労働者に周知すること

② 相談（苦情を含む）に応じ、適切に対応するため必要な体制の整備に
●相談窓口をあらかじめ定め、労働者に周知すること

③ 職場におけるハラスメントへの事後の迅速かつ適切な対応
●事実関係を迅速かつ正確に確認すること

●事実関係の確認ができた場合には、速やかに被害者、行為者に対する措置を
適正に行なうこと

●再発防止に向けた措置を講ずること

④ 併せて講ずべき措置（プライバシー保護、不利益取扱いの禁止等）
●相談者、行為者等のプライバシーを保護するために必要な措置を講じ、
労働者に周知すること

●事業主等に相談したこと、事実関係の確認に協力したこと、都道府県労働局の

援助制度を利用したことを理由として、解雇その他不利益な取扱いをされない
旨を定め、労働者に周知、啓発すること

特にハラスメントが起こる前に予防対策としてできることは、上記①の「事業主の方針の明確化及びその周知・啓発」です。

予防対策のポイント

〇経営者が経営上の最重要課題の一つとして定期的に周知すること
〇共通認識を持つために社内研修を行なうこと
〇年に1回はアンケートなどを取り意識付けを行なうこと

ハラスメントを許さない職場環境をつくり、従業員がイキイキと働き、労働生産性が上がるよう、積極的に対策に取組んで頂きたいと思います。

詳細については、厚生労働省サイト「あかるい職場応援団」をご覧ください。 https://www.no-harassment.mhlw.go.jp/

パワハラ６類型
精神的な攻撃 身体的な攻撃

人間関係からの切り離し 個の侵害

過大な要求 過小な要求



はたプラ通信 ２回目 事例インタビュー
「オフィスの探し物時間は1年間で１５０時間！？ 整理収納のコツは？」

まず、机の引き出しの中を拝見させてください。これを初めて見たときには驚きました。

５Sの整頓方法の１つですが、文具の形に切り
抜いたスポンジシートを敷き、姿置きにしてい
ます。姿置きの下に何を収納するか明記してあ
ります。

他に、生産性が上がるような工夫はしていますか？。

【社 名】 コンドウ印刷株式会社
【会社概要】 食品、化粧品メーカー、コンビニベンダー様向けの高品質を求められる商品シールの生産を

行なっている。ＣＳＲを経営の最重要課題の一つとして位置づけ、経営理念のもとに、
法令を遵守し倫理的行動をとることを基本とし、ラベルという情報伝達ツールでお客様の
市場価値を高め、自然環境への配慮と地域の活力づくりに貢献している。

【部 署】 事務
【氏 名】 鈴木 香織さん（201２年入社）
【職務内容】 発注、手配、来客対応、事務所管理

なぜ、このような整理収納を行なうようになったのですか？

工場内で製品への異物混入を防ぐため、一人一人に筆箱が支給されています。筆箱の
表に何がいくつ入っているのか明記して定位置管理をしています。そこで、事務も現
場への出入りがあるので、使っている物を机の引き出しで管理することになりました。

整理収納を行なって変化はありましたか？

必要な物だけが入っているので物を探すことがありません。姿置きになっているので、物がなくなっている
と一目で気づくことができます。また、ボールペンを何本も所持することなく、一本をインクがなくなるま
で使用するため、インクが無くなれば替え芯を購入するなど、消耗品費はだいぶ抑えられたと思います。

貴社はSDGs（持続可能な開発目標）を推進されていますが、整理収納も目標につながりそうですね。

過剰に物を持つことがないので、廃棄物削減につながり、一つの物を大切に使う習慣になっています。

最
新
情
報

お
知
ら
せ

はたプラ賛同企業数

令和2年度の「はたプラ勉強会」は、新型コロナウィルス感染症の
影響により会場での開催が難しいため、働き方改革に関するテーマに
ついてYouTube配信することになりました。（年8回 配信予定）
配信時期等のご案内は、はたプラメールにて行ないます。
是非ご活用ください。

Chapter1：テレワーク導入のためのQ&A
Chapter2：テレワーク実施時の労務管理のポイント
Chapter3：テレワークができない業種にも推進できる業務改善の進め方
Chapter4：＜対談＞採用方法はどう変わる？

問い合わせ：長岡市産業支援課まで（TEL : 0258-39-2228）

備品の発注点管理を行なっています。
備品を収納するケース内に、残りいくつになった
ら発注するか書いてあるカードを入れています。
ケースから備品を取った人が残りを確認して発注
点になっていたらカードを発注カード入れに入れ
るだけです。週に1回事務が発注カードを見て発
注をします。この仕組みにより、事務が全ての在
庫確認を行なう手間がなくなり、発注漏れや過剰
発注もなくなりました。

長岡市働き方改革
推進員

社会保険労務士

高野 真規


